











　本稿は, GAMSを使用して応用一般均衡分析applied general equilib-

















































































































































































































































































































































































































































































































































　　一一一一　　　１５４PARAMETER SAM　　　　　social accounting matrix
から578行までは，入力ファイル154行のＤｴSPLAY命令「社会勘定行
列ＳＡＭを示せ」に対応した出力である。このように，ＤｪＳＰＬＡＹ命令，
ＳＯＬＶＥ命令などに対する出力では，入力ファイルの参照行が示される。
同じ154行の「行和と列和の差tdiffを示せ」に対しては, 583行で
（ＡＬL　0.000）（全てO）と答えている。これによって，社会勘定行列の数
値の入力に誤りはなかったことが確認される。
　986行以下では，状況報告が報告され，1007行以下ではＬＯＯＰの第１
巡目BASE (べンチマーク均衡）の計算が始まる。注目すべき点は，1015-
1016行のSOLVER　ＳＴＡＴＵＳ（解法プログラムの状態）がNORMAL　COM-
ＰＬＥＴｪＯＮ（正常終了）となっており, MODEL　ＳＴＡＴＵＳ（モデルの状態）が
ＯＰＴｪMAL (最適解を見っけて終了）となっていることを確認することであ
る。求められた一般均衡解は，1117-1122行の商品ｃの価格Ｐから1187-
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1192行の家計ｈの所得ＹＨまで順番に値が示される。1493-1703行は，
ＬＯＯＰの第２巡目ＨＹＰＯ（仮設均衡）の計算結果である。
　出力ファイルの1706行以下は２つの一般均衡解の比較であり，入力フ
ァイルの290-303行に対応している。出力ファイルagel.1stは，この
後USER (登録ューザー名）とライセンス番号，入力ファイル名，出力ファ
イル名が示されて終了しているが，表５では省略する。
8.結果のまとめ
　計算結果を表の形でまとめておこう。モデルの拡張は今後の課題である。
　　　　　　　　　　　表６：仮設均衡の社会勘定行列
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表７：均衡の比較
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